
職員研修松本城クイズ３ 解答・解説              ２００８・４・２２ 

１－３ 松本城歴代城主の基礎知識 
１ 次の松本城主の絵・肖像画等に城主名を下から選んで番号を記入しなさい。 

（１）――――②戸田光則  （２）――――④石川数正 （３）――――①堀田正盛 

（４）――――⑤松平直政  （５）――――③戸田康長  

 

（１）戸田光則（みつひさ） これは肖像画で写真ではありません。 

資料名は「光則公御肖像」松本城管理事務所蔵（博物館保管） 

 制作 明治１４年（１８８２）４月６日 画家 五姓田甫 

 掛軸絹本
けんぽん

極
ごく

彩画
さ い が

   昭和６１年戸田家より松本市へ寄贈 

戸田家最後の松本城主 

 

（２）石川数正（かずまさ） 長篠
ながしの

合戦図
か っ せ ん ず

屏風
びょうぶ

より（犬山市個人蔵） 

初め徳川家康の家臣であったが１５８５年岡崎を出奔して秀吉のもと

にはしる。長篠合戦図屏風には石川康
やす

昌
まさ

と名前が書かれているが石川数

正のことである。このころは徳川方に属しており、家康の本陣近くに陣

を敷いている。天守２階の長篠合戦図屏風（複製）は徳川美術館蔵を原

本としており石川数正の具足は水色である。 

 

（３）堀田正盛（まさもり）  川越市個人蔵 「堀田正盛座像」 

座像高さ２２・０ｃｍ 江戸前期の幕府年寄。祖母は春日局。家光の 

側近としてつかえ、川越３万５千石から１６３８年松本に１０万石で転

封（松本で７万石・板
いた

鼻
はな

で３万石）。１６４２年下総
しもうさの

国
くに

佐倉
さ く ら

１１万石に

転封。松本歴代藩主最大級の大名であった。 

 

（４）松平直政（なおまさ）  松江市月
げっ

照寺
しょうじ

蔵 

平成１５年小学校社会科副読本「わたしたちの松本城」編集のおり、

松江市月照寺より直政公の肖像写真のご提供いただき、以後松本城で

の使用をお許しいただいた。越前
えちぜん

大野
お お の

５万石より１６３３年松本に７

万石にて入封。５年後、雲州
うんしゅう

松江
ま つ え

１８万６０００石に転封。 

 

（５）戸田康長（やすなが） 松本城管理事務所蔵 

１５６７年家康の養妹松姫と結婚し、松平姓を賜る。深谷
ふ か や

１万石・白

井２万石・古川２万石・笠間
か さ ま

３万石・高崎５万石。１６１７年松本へ

７万石で入封。松本にて１６３２年死去。墓を丹波
た ん ば

塚
づか

という。 



２ 各松本城主の紋と拝領
はいりょう

高
だか

等の表を完成しなさい。（採点は各大名横に２問正解で１点） 

大名家 紋所 拝領高 前任地 転任地(移封先) 

石川氏 [ア] （８万石） 和泉国 改易（かいえき）

小笠原氏 ①[ ウ ] ②( ８ 万石) 飯田 明石 

前④（７ 万石） 高崎 明石 戸田氏 ③[ オ ] 

後  ６万石 鳥羽 廃藩置県 

松平氏 ⑤[ エ ] ⑥( ７万石) 越前大野 松江 

堀田氏 ⑦[ イ ] ⑧（１０万石） 川越 佐倉 

水野氏 ⑨[ カ ] ⑩（ ７万石） 三河吉田 改易 

○石川氏 （1590～1613） 秀吉の権威を背景に

家康を監視する城として松本城天守３棟を築く。 

秀吉から拝領した五七
ごしちの

桐
きり

紋
もん

・十二
じゅうに

弁
べん

菊
きく

紋
もん

も使用 
○小笠原氏（1613～1617）飯田より入封。 

大坂夏の陣で秀政と長男忠
ただ

脩
なが

が戦死。二男忠
ただ

真
ざね

が

跡を継いだ。紋は三階菱、はだか三階
さんかい

ともいう。 
○前戸田氏（1617～1633）高崎より入封。戸田康

長の子永兼
ながかね

は病弱で 40 歳で松本で死去。弟康直が

後を継ぐが1633年明石に転封となり1634年急死。  

紋は「はなれ六星」この紋を「六曜
ろくよう

」と誤ってい

う人いるが紋の分類では「六星」に入る。 
「六星」は図のように同形の円が互い

にくっついているが、それが離れてい

るので「はなれ六星」という。  

○松平氏 （1633～1638）将軍家光の従兄弟、御
ご

家
か

門
もん

大名
だいみょう

（徳川将軍家一族で御三家、御三卿以外の

大名をいう）。紋は「丸に三つ葉葵」 
○堀田氏（1638～1642）拝領高 10 万石（松本で７

万石・板鼻―中山道板鼻宿付近で３万石）紋は 

黒地に縦にした木瓜
もっこう

で「黒餅
くろもち

竪
たて

木瓜
もっこう

」という。 
○水野氏（1642～1725）松本藩領内総検地を実施

する等藩政を確立した。忠恒の時江戸城で刃傷
にんじょう

ざ

たを起こし改易される。紋は「丸に花おもだか」 

○後戸田氏（1726～1871 廃藩置県）6 万石で鳥羽

より入封。美濃
み の

加納
か の う

時代に領主光永
みつなが

が弟、光正と

光直に 5千石ずつを分知したため、以後 6万石。 

水野氏と後戸田氏との差１万石は幕府領となった。 


